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新宮市立緑丘中学校の取組 (3)
森浦 展行 （新宮市立緑丘中学校 教諭） 

 
2.緑丘中学校は生徒数 243 名で、地域では一番人数の多い学

校です。 
3.2014 年度の防災年間計画の取り組みの流れを示したもの

です。 
4.緑丘中学校では、2014 年度から、防災教育を本当に真剣

にやろうということになりました。防災学習を通して「人

の生き方・在り方を考察できる生徒になってもらいたい」

と思い、それまであった人権部会を、人権防災部会に名前

ごと変えて、活動していくことになりました。何年間か防

災の担当をやらせてもらっているうちに、年々小学校から

あがってくる生徒たちがいろんなことを知ったうえで入

学してくるようになりました。小学校の先生方から大切な

ことを学んでいるのだなと思うとともに、小学校の焼き回

しばかりでは、中学校の教員として申し訳ないと思い、何

か子どもたちに本当の知識を学んでもらいたいというこ

とがありました。防災学習を通して、人としての在り方や

生き方、命の大切さ、そして生きていくうえで何かで役立

つようにしていきたいという思いを持って取り組んでい

ます。 
5. 1 年生では「自ら学ぶ力」、2 年生では「自ら行動する力」、

3 年生では「自ら貢献する力」を身につけさせていきたい

なと目標を作りました。年間 10 時間程度を目標に、4 月

に人権防災部会で各学年ではこういう授業をしようと設

定させていただきました。教師が変わったり、生徒が変わ

ったり、色々体制が変わる中で、せっかくある教員が持っ

ている防災のネタであったり、授業案であったりしたもの

を「どうやって次の年に伝えていくか」ということを今年

は考えました。一つはフローチャートで、前年度の取り組

みがどうであったかということを残していくということ

です。パソコン上や、学校に置く防災用の大きなファイル

をつくり、そこに入れておきます。また、課題をパソコン

上に置いておき、次の年度の目標に使っていただけるよう

にしていきたいと考えました。それから授業で学んだこと

や、今回の会議の皆様の実践の発表資料などをそのファイ

ルに入れさせていただき、すべての教員が共有できるよう

にし、次の年、もし大幅に教師が変わったときにでも使っ
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ていただけるようにしました。 
8.今年度は、1 年生では、和歌山県で有名な稲村の火というお話を、子どもたちにもう一度勉強しても

らったり、日本赤十字の方を招いて講話していただいたり、防災食を実際に炊き出ししたりしました。

2 年生では、家庭内防災を考えるということや、減災のこと、持ち出し袋を考えるという授業につな

げていきました。3 年生では、貢献することを少し考えていますので、地域住民支援であったり、中

学生としてできることを子どもたちからグループディスカッションを通して発表してもらったりし

ました。 
9.日本赤十字の方に来てもらったときの様子です。担架の使い方や、火山の噴火のニュースが出ていた

ときなので、そういったことについても新しい情報を教えていただきました。 
10.写真の真ん中に座っているのは緑丘中学校の清水校長先生です。台風 12 号の紀伊半島大水害のとき

のお話や、そのときに赴任先の生徒が亡くなったときの話から、緑丘中学校でも何かがあったときに

どうしても命を守りたいんだという思いを伝えていただきました。写真の生徒たちは 1 年生で、防災

学習班として、文化祭の発表に向けて防災のことを調べてくれる子たちです。校長先生にいろいろ質

問をしているところです。 
11.新宮管工事組合の方々にもインタビューをしに行って、いろいろなことを教えていただきました。以

前から、いつかこの新宮市にも災害が起こったときに、何か市民の方の助けになりたい、ということ

で海抜表示の看板を自分たちで作ったりして、いち早く市民に啓発してくださっていたりした思いな

どを聞いたりして学びました。 
12. 1 年生全員で防災食の炊き出しをやらせていただいた時の写真です。 
13.生徒に防災学習アンケートを実施しました。今年 1 年間の振り返りとして、子どもたちがやったこ

と、その中で印象に残ったこと、学んだ内容で自分として大切にしていること、これから防災学習で

学びたいことを書いてもらいました。防災学習で学んだことについては、嬉しかったのが「命の大切

さを学んだ」、「まずは自分の命を救う」、「協力し合う」ということを自分たちから出してくれました。

また、「中学生が中心となって動くんだ」というようなことを言っている子や「一日一日を精一杯生

きていくんだ」という子もいました。この子は、「亡くなった人の分まで生きて、自分たちが幸せに

生きていくことが大事だ」という思いを持って書いてくれたそうです。 
14-15.これから学んでみたいことについては、「大人がいないときどうするのか」、「避難訓練で屋上に行

っているけれど、そのとき火災が起きたら上にいた場合どうするのか」など、自分たちなりに色んな

ことを言ってくれています。「防災学習をもっともっと学んでみたい」と言ってくれる子、「防災学習

が違うところで役立った」という子もいます。本当に緑丘中学校では、「防災学習が活性化してきて

くれているな」と思っています。私たちの思っている以上に子どもたちも真剣に取り組んでくれて、

子どもたちのやれることでやってくれることで驚かせていただいています。子どもの変化としては、

すごく一生懸命やってくれています。教員にとっても、人権学習の教材にも使えるんだなということ

など、色んなことの意識の変化が少しずつ感じられるようになってきています。 
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